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２０２５年度事業報告書 

2025年 4月 1日より 2026年 3月 31日まで 

 

１． 事業報告概要 

博物館事業は、当財団の「定款」に示されている目的を達成するため、海事知識の普及と

海事思想の高揚を目的として清水港を中心に海事に関する資料を収集、保存、及び展示して

きました。常設展示では、清水港の役割と歴史的変遷を紹介するとともに、港湾関係機関と

協働した「海の月間」に積極的に参加し、清水港を紹介してまいりました。 

本年度は 5回の展覧会を開催しました。 

5 月 17 日（土）～7 月 27（日）に企画展「文字とデザイン 2」を開催しました。当館で

所蔵する、海外輸出用茶箱絵の蘭字や缶詰ラベルは初期の商業印刷を知ることができる資料

です。文字をデザイン要素として使う手法をタイポグラフィといいますが、これの研究・啓

発を行う日本タイポグラフィ協会の協力により 2024年度の日本と、世界のタイポグラフィ・

コンテストの最優秀作品展と協会会員によるタイポグラフィデザインの制作の考え方の展

示、３つを２期に分けて紹介しました。2020年に実施した展示会に次いで２回目となる展示

会です。文化・美術系の学科をもつ大学やデザイン学校の生徒、高校生など 10～20 代の学

生が多く見学されていました。 

8月 2日（土）～9月 28日（日）まで、企画展「女性のくらしとデザイン」を開催しまし

た。明治から昭和にかけて、生活様式の変化とともに女性のくらしの中の日用品や雑貨に現

れたデザインの変化を紹介しました。商業デザイン研究家の佐野宏明さんのコレクションと

協力により、特に欧米の影響を受けて成立した大正ロマンや昭和モダンのデザインに注目し

て紹介しました。 

10月 11日（土）～12月 14日（日）まで特別展「和食 －日本の自然、人々の知恵－」を

開催しました。2023年に国立科学博物館で実施した同展示を２年かけて国内各所を巡回し、

最終会場が当館とマリンビルとなりました。ユネスコ無形文化遺産に「和食」が登録されて

10年を記念して、日本列島が育んだ食材や、料理などを展示とともに様々な食に関わるイベ

ントで紹介しました。マリンビル会場は料理の素材となる魚や野菜、水などについて掘り下

げ、フェルケール博物館の展示は完成した料理を紹介しました。静岡の和食展の特色として

様々なイベントが開催されました。当館でも、特別企画として、「和食」＆クルーズ船寄港

特別茶会 3回、「歴史の味、技、未来の一皿」プレミアム・ダイニングを４回実施しました。 

1月 1日（土）～1月 31日（日）まで企画展「柳原良平を形作るもの －船・アンクルト

リス、そして清水－」を開催しました。デザイナーの柳原良平は船を愛し、船舶や港の絵を

描き続け、清水へも度々訪れて作品を制作しました。この展示会は横浜市へ寄贈された 4,800

点以上の作品に清水・静岡に遺る作品を加え、創作活動の核となる船・アンクルトリス、そ

して清水に焦点を当てて紹介しました。 

この後、館内の空調工事に伴う休館期間を挟み、3月 20日（金）から常設展示室を開室し、

4 月 1 日（水）からの企画展示室を含めた全館開館に備えました。この他、展示会に関わら

ないキャンドルナイトや清水みなと寄席などのイベントや講座も実施しました。なお、常設

展示室内のギャラリーコーナーでは、県内出身または在住の５名の作家に発表の場を提供し

ました。そして、博物館学芸員の資格取得を希望する大学生について、大学からの依頼に基

づいて博物館実習を行いました。 
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２．現況に関する事項 

 

（１）主な事業内容 
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「岩本ゆうな（写真）展」をギャラリーコーナーにて開催（～5月 31日） 

「〈企画展〉文字とデザイン vol.2」開催（～7月 27日） 

  全期：5月 17日～7月 27日  

第 70回ニューヨークタイプディレクターズクラブ展  

前期：5月 17日～6月 22日 日本タイポグラフィ年鑑 2024作品展 

  後期：6月 24日～7月 27日 タイポグラフィ年鑑 60の視点と思考展  

「山下わかば（ミクストメディア）展」をギャラリーコーナーにて開催（～7月 31日） 

フェルケール博物館主催「第 31回清水みなと寄席」 

於：フェルケール博物館エントランスホール 

第 52回現代史講座「トランプ大統領との関税交渉と海事産業の動向」 

講師：山田吉彦氏（東海大学海洋学部 教授） 

於：フェルケール博物館会議室 

企画展記念講演会「文字とデザイン vol.2」 

 講師：高橋善丸氏（日本タイポグラフィ協会 理事長） 

   ：茂村巨利氏（日本タイポグラフィ協会 展覧会委員会担当理事） 

   ：中野豪雄氏（日本タイポグラフィ協会 出版委員会担当理事） 

於：フェルケール博物館会議室 

特別企画「七夕茶会」 

 協力：表千家同門会静岡支部  於：フェルケール博物館 2階ホール 

海の日協賛 小･中学生入館無料 

「水野綾（写真）展」をギャラリーコーナーにて開催（～9月 30日） 

「〈企画展〉女性のくらしとデザイン展」開催（～9月 28日） 

海の日清水港実行委員会主催の市内小学生による｢海の図画コンクール｣入選作品展

をエントランスホールにて開催（～9月 1日） 

企画展記念講演会「女性のくらしとデザイン」 

 講師：佐野宏明氏（商業デザイン研究家）  於：フェルケール博物館会議室 

「光林芽子（油彩画・ミクストメディア）展」をギャラリーコーナーにて開催 

（～11月 30日） 
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「〈特別展〉和食－日本の自然、人々の知恵－」開催（～12月 14日） 

特別展「和食」＆クルーズ船寄港特別茶会【月見】 

 協力：表千家同門会静岡支部  於：フェルケール博物館 2階ホール 

特別展「和食」＆クルーズ船寄港特別茶会【紅葉】 

 協力：表千家同門会静岡支部  於：フェルケール博物館 2階ホール 

フェルケール博物館主催「第 32回清水みなと寄席」 

於：フェルケール博物館エントランスホール  

「満井亜理紗（ミクストメディア）展」をギャラリーコーナーにて開催（～1月 31日） 

特別企画「キャンドルナイト」  於：フェルケール博物館中庭・前庭 

 特別企画キャンドルナイトワークショップ「ジェルキャンドルとブレスレット」 

講師：黄金崎クリスタルパーク 於：フェルケール博物館会議室 

特別展「和食」＆クルーズ船寄港特別茶会【クリスマス】 

 協力：表千家同門会静岡支部   於：フェルケール博物館 2階ホール 

「〈企画展〉柳原良平を形作るもの－船・アンクルトリス、そして清水」開催 

（～1月 31日） 

 

  

 


